
赤十字水上安全法講習内容一覧
コース 形式 時間 内容

1 水の活用と事故防止

講義
・
実技

４０分
～１００分程度

・水を活用した健康増進 ・水の事故の現状 ・事故発生の原因と事故防止

・気象の知識 ・海の知識 河川の知識 ・水中の危険な生物

2 安全な水泳と自己保全

講義
・
実技

40分
～１２０分程度

・安全に水泳を楽しむために ・自己保全（自分を守るための対応）

・溺者からの防御と離脱 ・身を守るための資機材

3 安全管理と監視

講義
・
実技

60分
～90分程度

・遊泳施設などにおける安全管理 ・監視 ・緊急時対応計画 集団水泳の安全管理

4 救助

講義
・
実技

40分
～120分程度

・救助者の心得 ・要救助者について ・遭難者の救助 ・救助の実際

5 着衣泳 ※短期講習のみ

講義
・
実技

60分
～90分程度

・着衣泳（服を着たまま水に落ちたら）

各コースの時間は目安です。ご希望に合わせて時間と内容は相談に応じます。



1 水の活用と事故防止

水を正しく理解し、水の必要性と危険性についてや、水を積極的に活用して健康増進を図るための知識
と様々な要因で発生する水の事故を防ぐための知識について学びます。



安全な水泳を行うために、日常生活や水泳時における事前準備と自分自身の知識および行動の重要性、ま
た、危険回避の技術を体験・習得することで水の事故を最小限に食い止められることを学びます。

2 安全な水泳と自己保全



遊泳施設等における安全管理のために必要な体制と個々の安全管理スタッフに求められる知識と技術・役
割を学びます。

3 安全管理と監視



溺者の救助に必要な知識と技術、また、状況に応じた具体的な救助方法の選択・実施について学びます。

4 救助



いざという時に役立つ「着衣泳」について学びます。

5 着衣泳
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